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Studies on Recreational 8ehaviors in the Natural Park ( 1 ) 





In the present-day life of developed countries “nature-oriented" has become a commom 
term. The recreational use of nature areas has spread throughout natural parks. In Japan， 
three kinds of natural parks (national parks， quasi-national parks and prefectural natural 
parks) have been designated which are areas of prominent natural scenic beauty. However， 
these natural parks play an important role as outdoor recreation sites. A variety of 
different activities such as mountain climbing， walking， cycling， camping， skiing and 
driving are expanding in natural parks. Now， in highly visited areas， itis not easy to 
sustain proper conservation and utilization. But surprisingly， there are vary few studies on 
the recreational behaviors of visitors to natural parks in Japan. 
This study presents a typology of mountaineering and mountain-walking in Daisen 
National Park in Tottori Prefecture from the viewpoint of the analysis of recreational 
behavior. The study also attempts to explore the changes of such types since the time of the 
introduction of modern mountaineering to Japan. 
This study takes three approaches to data collection : 
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(1) Creation of a data-base of historical documents consisting of excerpts from newspapers 
since 1912. 
(2) Collect on of existing statistics on mountaineering visitors. 
(3) Use of a questionnaire， based on interviews with visitors at the mountain top. 
Seven different types of mountaineering behavior were discovered. There were① picnic 
type，② alpensports type，③ collective type，④ drilling type，⑤ exploration type，⑥ 
investigation type and ⑦ event for the prevention of distress. The visitors were grouped 
into types according to the characteristics of their behavior. In addition on the historical 
changes of recreational types were illustrated. Finally， the paper discusses the correlation 
between behavior and consciousness of visitors in the present by the use of the method of 





































































































































































































































































































































































































































































昭和時代Vは， ~団体登山』の記事件数が増加し， ~行楽登山』の記事が減少した。また， ~ア
ルペンスポー ツ登山j]， ~遭難防止登山』の記事件数は昭和時代N (1956"-'65年)とほぼ同数であっ





























季節別に登山者数をみると，最も多いのは，夏山 (7~9 丹)登山者数の 3 万 4 千人である。
春山 (4~6 月)登山者数と秋山(1O~1l丹)登山者数は 1 万 6 千人と 1 万 8 千人で，どちら
も夏山登山者数の2分の 1程度であった。
(2) 1969~71年登山者数の推移












1980~83年の l 日当り登山者数をみると， 69~71年調査に比べ少し増加したことがわかるO さ
らに，全体の登山者数でもこの80~83年は増加傾向にある。例えば，登山者総数をみると， 1980 







ノ¥、 ス Z十利用客 利用客
春 (4-6月) 3，849 3，849 16，118 
夏(7-9月) 14，080 20， 705 34， 785 
秋(10-11月) 5，568 13，112 18，680 




年 調査期間 調査日数 登山者総数 1日平均 夏山登山道 正面登山道登山者数 利用割合 利用割合
1969 7 /20~8/15 24 23，937 1，051 
1970 7 /21 ~8/31 36 33，660 935 85.7% 14.3% 




年 調査期間 調査日数 登山者総数 1日平均登山者数
1980 7 /21 ~8/31 34 27，503 809 
1981 7 /21 ~8/26 35 38，875 1， 111 
1982 7 /21 ~8/26 36 46，068 1， 280 





1981~91年の「登山届J による登山者数を集計した。その結果が表 7 である o I登山届Jは，
夏山登山道入口で登山者が岳主的に記入するもので，米子警察署が保管しているO 記入しない登
山者がいるので，このデータは実際の登山者数よりも少ないといえる。
まず第 1 に，登山者総数の変化をみると，近年の増減の変化が激しい。 1981~86年は増加傾向
にあったが， 87年以降は減少傾向にあるo 1981年に4万7千人だった登山者数は， 1984年に 6万
6千人まで増えたO しかし， 1984年の佑をピークにして87年以降は減り続け， 91年の登山者数は
11年間で最低となった。 1991年の登山者数は3万5千人で ピーク時84年 6万6千人のほぼ2分
の lの人数となった。
次に，季節加に登山者数の変化をみると，登山者総数とほぼ同様の傾向を持っているものが7
自然公園におけるレクリエーション行動の研究(1) 大山国立公閣の登山行動 95 
月及び8月の夏w登山者数である。 1981年に 2万2千人だった登山者数は， 86年に 3万4千人ま
で増加する。しかし 1987年以降瀬減し91年の登山者数は l万5千人になった。 1991年の登山者
数は， ピーク時86年のほぼ2分の lの数値となった。
春山(4~6月)登山者数も，登山者総数と似通った傾向を示している。春山登山の場合は， 1981 
年に 8千人だった登山者数が， 87年ま 2万 1千人まで増加する。 1987年以降登山者数が漸減し91
年の人数が l万人で最低となる。





年 春山登山 夏山設山 秋山登山 冬山登山 総数4~6 月 7 ~ 8月 9~11丹 12~ 3月
1981 8，590 22，530 12， 706 4，158 47，984 
1982 15，388 22，338 9，259 4， 737 51，672 
1983 12，401 20，867 14，388 3，393 51， 049 
1984 16，658 33，296 13，031 3，416 66，401 
1985 12，536 33，486 6，992 2，025 55，039 
1986 16，849 34，135 8，081 1， 909 60，974 
1987 21， 593 23，623 11，438 1， 366 58，020 
1988 18，414 16， 765 9，348 1， 670 46， 197 
1989 17，569 17，411 8，040 1， 340 44，360 
1990 14，832 15，278 7，085 1， 285 38，480 
1991 10，908 15，678 7，516 1， 163 35，265 
構 成 比(単位:%) 
年 春山登山 夏山登山 秋山登山 冬山登山 総数4~6 月 7~8 月 9~11月 12~ 3月
1981 17.9 47.0 26.5 8. 7 100.0 
1982 29. 7 43.2 17.9 9.2 100.0 
1983 24.3 40.9 28.2 6.6 100.0 
1984 25.1 50.1 19.6 5.1 100.0 
1985 22.8 60.8 12. 7 3. 7 100.0 
1986 27.6 56.0 13.3 3. 1 100.0 
1987 37.2 40. 7 19. 7 2.4 100.0 
1988 39.9 36.3 20.2 3.6 100.0 
1989 39.6 39.2 18.1 3.0 100.0 
1990 38.5 39. 7 18.4 3.3 100.0 



















1961~65年も，年間 6~11件の遭難が発生している o 1959~65年は大山遭難発生のピーク期間と
なった。 1966~84年は，年間10件以上の遭難が発生しなかった。年間 2~8件の遭難事故が 6 年
周期で増減を繰り返している。
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び紅葉期に設定した。日時は， 5月 3 日1O~14時・ 5月 4 日 8~12時， 6丹 6 日 14~16時・ 6月 7138~11
時， 8月 15 日1O~14時である。なお，紅葉期(10月 18及び2513)の調査を予定していたが，天候
下記の第苛簡にお答え下さい.
間 1 性J5IJ 努・女〉 間 2 年齢〈 才) 間 3 臨量産(
問 4 どちらの地械から来られましたか。( 部・巡・府・限
間 5 どのようなグループで楽られましたか。核主話する番号にO印をつけて下さい.
①個人 @渇窃笑 @沼笈入・知人 @来週休 @その他〈
間 6 交i扇手段につし、て、量産当する訴号4ニO印をつけて下さし、。
①自霊祭用邸 ②公共芸8盗掘鴻{汽!'fi・パス毒事) ③観光パス ③バイク φその他(
矧 7 今回の登山の全日程について、核当ずる詩句ーにO印をつけて下さい.
①日帰り @-一泊花L上〈 泊) (大山地区宿泊地 z
問 8 歪芝山歴は今年で何年になりますか。該当する番号にO印をつけて下さい.
①今回がはじめて (2)1年-2年 ③ 3年 -5年 ③ 6年 -9年 @10年怠L上
問 9 昨年度、 f可回大山で笠山をされましたか。絞おする番号にOE[lをつけて下さい@


















①主rutコース φ元谷コース φ三省略コース @舟H_ヒ山コース G知也獄谷コース
@応ケ山良封設縦走コース 白鳥ケ山コース
〈帰り及び明日の鷺山コース)
①望む怠コース φ元谷コース φ三設姉コース @船上山コース @f位獄谷コース
@鳥ケ山尾根縦走コース白鳥ケ山コース
図3 第 1臨大山登山アンケート読査用紙







間全l.lIJ 努・女〉 問 2 年齢( 才〉 問13 献策
間 4 どちらのま也蹴から来られましたか 都・巡・府・県 郡・市)
間 5 どのようなグループで来られましたか.舘当する番号にO印をつけて下さい。
@個人 φ家族 φ友人・知人窃団体 φその他〈
問 6 交巡手段について、書亥主認する筆致号にO印をつけて下さし」
①自家用庖 @公共交i滋機関(;><;:.1:祭・パス毒事} 骨組光パス @)バイク @その他
間 7 今回の登山の会B程について、設当する番号にOEりをつけて下さい。
φ 回帰り @一泊以上〈 泊火山地区宿泊f也=
問lB あなたの設山キャリアなお尋ねしますo ~亥当する務長引こO印をつけて下さい。




間 10 大山登山の欝藍錫度をお母ねします r平地のt枚歩 00分間)J を簸お皮O、 rエベレスト山
I頁:nIJ悶 J を離易度100とすると、大山霊歪山 f山頂まで〉の雛鶴居室はどの程度でしょうか。




間 11 大山登山の印象皮をお得ねします。各場面においての印象度合をお答え下さし、。 A-Cの
中で 1つ i怒UOEロをつけて下さい。
Er:Ji'l'怒号主主霊~
強し、 やや安置し、 普 i滋
α〉山よから見おろすふもとの摂色 A 一一一一- B 一一一一一 C
φダイセンキャラボクの純林 A 一一一- B 一一一一一 C
φ山痕付近の岩机 A 一一一- B 一一一 C
@)ブナの原f主林 A 一一一- B 一一一一一 C
φふもとから見上げる大山の議 A 一一一- B 一一一一 C
問 12 今回の大山登山の感想をおf宝男容します。それぞれの項尽につb、てf 臼令の偶然!t=1.斤し、
主主Z以，;;.OEロをつけて下さい。
Q)おもしろかったか? 大変おもしろかった・ おもしろかった・ おもしろくなかった
c;pきびしカ怠ったか? ブ亡事芝き U しかった・ きびしかった・ きびしくなかった
@築しかったか? 大変奨しかった・ 美しかった・ 美しくなかった
昏心がいやされたか? 大変ン乙、がいやされた・ 心がいやされた・心がいやされなかった
φ銭高だったか? 大変螺高だった・ 銭高だった・ 銭高でなかった























質問事項 回答項目 ゴールデン 山開き祭 盆 コールデン 山開き祭 盆ウィーク ウィーク
男 128 73 73 65.6 64.0 63.5 
性 JIj 女 67 41 42 34.4 36.0 36.5 
言十 195 114 115 100.0 100.0 100.0 
20歳未満 3 3 8 1.6 2.6 7.0 
20 代 22 39 29 11. 5 34.2 25.2 
30 代 46 26 36 24. 1 22.8 31. 3 
年 代 40 代 55 21 32 28.8 18.4 27.8 
50 代 58 18 7 30.4 15.8 6.1 
60代以上 7 7 3 3. 7 6. 1 2.6 
計 191 114 115 100.0 100.0 100.0 
会社員 82 66 48 42.5 60.6 41. 7 
ρづふ4い 生 38 2 12 19. 7 1.8 10.4 
公務 員 25 16 18 13.0 14. 7 15. 7 
職 業主 婦 21 6 16 10.9 5.5 13.9 
自 営業 13 5 3 6. 7 4.6 2.6 
そ σ〉 他 14 14 18 7.3 12.8 15. 7 
計 193 109 115 100.0 100.0 100.0 
鳥-取県 22 20 28 11. 3 17.7 24.3 
島根県 7 10 5 3.6 8.8 4.3 
間 山 県 44 15 18 22.6 13.3 15. 7 
居住地広 島 県 33 40 16 16.9 35.4 13.9 
近畿地方 49 22 36 25.1 18.6 31. 3 
そ の 他 40 7 12 20.5 6.2 10.4 
言十 195 113 115 100.0 100.0 100.0 
却に主、' 族 100 14 83 51. 5 12.3 72.2 
友人・知人 46 68 29 23. 7 59.6 25.2 
グループ由 体 33 24 O 17.0 21. 1 0.0 
{悶 人 15 8 3 7. 7 7.0 2.6 
言十 194 114 115 100.0 100.0 100.0 
実家用車 154 93 96 79.0 81. 6 83.5 
汽車・パス 33 2 17 16.9 1.8 14.8 
交通手段観光パス O 8 O 0.0 7.0 0.0 
そ の 他 8 11 2 4. 1 9.6 1.7 
言十 195 114 115 100.0 100.0 100.0 
日 帰 り 61 33 62 31. 3 29.2 54.4 
I自 68 76 28 34.9 67.3 24.6 
日 程ニ I自 52 4 17 26. 7 3.5 14.9 
一日以上 14 O 7 7.2 0.0 6. 1 
言十 195 113 114 100.0 100.0 100.0 
夏道コース 181 106 112 94.8 97.2 99.1 
登 り 完谷コース 8 3 1 4.2 2.8 0.9 
コース そ の他 2 O O 1.0 0.0 0.0 
百十 191 109 113 100.0 100.0 100.0 
夏道コース 110 71 70 57.9 67.0 64.8 
よzヰx り 元谷コース 73 35 35 38.4 33.0 32.4 
コース そ の 他 7 O 3 3.7 0.0 2.8 
言十 190 106 108 100.0 100.0 100.0 
???「 ??。 。?? 」???????????? ?? ???? ?




















































よ立当乙と 山 歴 実数値 構成比(単位:人) (単位:%) 
lま じ め て 48 24.9 
1 年~ 2 25 13.0 
3 ~ 5 年 34 17.6 
6 ~ 9 年 25 13.0 
10 年 以 上 61 31. 6 





5年以上毎年登る 51 21 
2・3年に一度登る 14 18 
過去に 1・2田あり 28 57 
登山経験なし 20 19 
言十 113 115 
一
構 成 比(単位:%) 
登山経験 山開き祭 盆
5年以上毎年登る 45.1 18.3 
2・3年に一度登る 12.4 15. 7 
過去に 1・2自あり 24.8 49.6 
登山経験なし 17.7 16.5 







































































9以下 20ん29 a 48~49 B 68~69 . 88工89







































































意識特性 倍人 家族 友人 匝体 百十
実 行楽意識 4 67 27 10 108 
数 計画意識 6 22 17 10 55 
f痘 無関係意識 4 3 5 2 14 
リサ 疲労 識 3 3 3 9 
言十 14 95 52 25 186 
意識特性 個人 家族 友人 団体 言十
構 行楽意識 3. 7 62.0 25.0 9.3 100.0 成
上七 計画意識 10.9 40.0 30.9 18.2 100.0 
間 無関係意識 28.6 21. 4 35. 7 14.3 100.0 
疲労意識 33.3 33.3 33.3 100.0 
108 鈴木美知子・川村 誠
表16 意識特性×登山歴
意識特性 始めて 1 ~ 2年 3~5 年 6~9 年 10年以上 言十
実 行楽意識 29 18 24 14 23 108 
数 計画意識 7 5 10 6 26 54 
f痘 無関係 識 2 l 4 7 14 
リサ 疲労意識 9 9 
百十 47 24 34 24 56 185 
意識特性 始めて 1~2 年 3~5 年 6~9 10年以上 言十
構 行楽意識 26.9 16. 7 22.2 13.0 21. 3 100.0 
成
比 E十 意識 13.0 9.3 18.5 11. 1 48. 1 100.0 
(%) 無関係 識 14.3 7. 1 28.6 50.0 100.0 











































「心がいやされた」の 2つで、ある。反対に， I危険であったか」という間いに対しては， I危険で
なかった」と否定する回答が多かった。
単純集計で違いが出てこなかったので，同じデータを用いて数量化回類を用いて多変量解析を








ナス方向に「遠くに見えるJ要因が集まっているO この軸解釈に従って登山者をA，B， C， D， 
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